
（様式2-1）

百万円

1 駅 2 番線

備考

※整備内容の詳細については様式2-2に記載すること。

※設備欄において「その他」を選択した場合には、備考欄に当該設備名を記載すること。

番線

一経路確保駅 駅

二経路以上確保駅 駅

百万円

（内訳）

徴収額

（百万円）

備考

百万円

百万円

本年度までの累計整備費 13,059

本年度までの累計徴収額 2,468

本年度徴収額 1,256

749

定期外（普通券など） 通勤定期券

506

通学定期券

0

2025年度　バリアフリー整備等実績

鉄軌道事業者名 東海旅客鉄道株式会社

　整備完了実績（設置又は改良であって、本年度供用を開始したもの）

整備数

※端数処理の都合上、様式2-2の整備費の合計とは異なる。

ホーム可動柵

　料金徴収によるホーム可動柵設置番線数・段差解消駅数

ホーム可動柵設置番線数

本年度整備費 2,829

設備名 駅名

名古屋駅

段差解消駅数

2

-

-



（様式2-2）

整備駅名

1 駅 3 番線 [新規・継続]名古屋駅 ※1 805 百万円

整備駅名

- 駅 - 番線 - - 百万円

2 駅 2 基 [新規]安城駅、新大阪駅 61 百万円

4 駅 7 基 [新規]東京駅他 ※3 491 百万円

各 駅 ｰ 263 百万円

※整備駅名の記載に当たっては、括弧書で新規着手・継続の別をあわせて記載すること。

※設備欄において「その他」を選択した場合には、備考欄に当該設備名を記載すること。

（３）維持管理費・収受システム改修費・その他費用（駅務機器改修費・駅頭表示改修費など）

維持管理費 1,207 百万円 ※５

収受システム改修費 - 百万円

その他費用
（駅務機器改修費・駅頭表示改修費など）

- 百万円

備考 ※５：ホーム可動柵、エレベーター、エスカレーター等の保守費等

※3：東京駅、安城駅、岐阜駅、京都駅

※4：発車標5駅、自動放送装置1駅、情報ボード35駅、列車接近表示器2駅

（２）更新費

設備名 整備数 整備費

ホーム可動柵

エレベーター

エスカレーター

その他※4

備考

備考

※1：[新規]名古屋駅２番線、[継続]名古屋駅７・８番線

2025年度　バリアフリー整備等実績

整備実績

（１）設置・改良費

設備名 整備数 整備費

ホーム可動柵



（様式2-3）

駅数 計画進捗率 駅数 計画進捗率

2021年度 ３番線 38% ー駅 ー% ー駅 ー％

2022年度 １番線 50% ー駅 ー% ー駅 ー％

2023年度 １番線 63% ー駅 ー% ー駅 ー％

2024年度 １番線 75% ー駅 ー% ー駅 ー％

2025年度 ２番線 100% ー駅 ー% ー駅 ー％

累計 8番線 100% ー駅 ー% ー駅 ー％

※バリアフリー法に基づく基本方針の目標期間ごとに作成
※計画進捗率は、計画期間における整備数の累計/計画期間における整備計画数により算出すること。

バリアフリー整備・徴収計画の進捗状況（2021年度～2025年度）

年度

ホーム可動柵設置番線数 段差解消駅数
（移動等円滑化された経路が設けられている駅数）

設置数 計画進捗率
一経路確保駅 二経路以上確保駅



（様式2-3）

駅数 計画進捗率 駅数 計画進捗率

2026年度 ー駅 ー% ー駅 ー％

2027年度 ー駅 ー% ー駅 ー％

2028年度 ー駅 ー% ー駅 ー％

2029年度 ー駅 ー% ー駅 ー％

2030年度 ー駅 ー% ー駅 ー％

累計 8番線 100% ー駅 ー% ー駅 ー％

※バリアフリー法に基づく基本方針の目標期間ごとに作成
※計画進捗率は、計画期間における整備数の累計/計画期間における整備計画数により算出すること。

8番線 100%

バリアフリー整備・徴収計画の進捗状況（2026年度～2030年度）

年度

ホーム可動柵設置番線数 段差解消駅数
（移動等円滑化された経路が設けられている駅数）

設置数 計画進捗率
一経路確保駅 二経路以上確保駅



ホーム可動柵整備事業名

名古屋駅

ホーム可動柵整備（７番線）
百万円

名古屋駅

ホーム可動柵整備（８番線）
百万円

※事業内容の記載に当たっては、駅名、番線数をそれぞれ明記すること。

（様式2-4）

ホーム可動柵整備詳細（随意契約を実施した場合のみ記載）

随意契約とした理由 適正価格での発注のための措置 契約額

・鉄道工事は、営業線に極めて近接した箇所での作業

や列車の走らない夜間の時間帯を利用しての工事が多

いなど、安全確保のため工事施工上の制約が多く、一般

の工事にない特色を有している。加えて、運転保安手続

きや旅客流動など当該駅の特情に熟知していることが求

められる。

・上記に対応する知識や経験、技術力等が必要であり、

資力、信用等を含め、総合的に勘案した結果、本事業

は随意契約とした。

・当社が定めた積算基準などを用いて適正価格を算出

し、それに基づき価格協議を実施している。
391

・鉄道工事は、営業線に極めて近接した箇所での作業

や列車の走らない夜間の時間帯を利用しての工事が多

いなど、安全確保のため工事施工上の制約が多く、一般

の工事にない特色を有している。加えて、運転保安手続

きや旅客流動など当該駅の特情に熟知していることが求

められる。

・上記に対応する知識や経験、技術力等が必要であり、

資力、信用等を含め、総合的に勘案した結果、本事業

は随意契約とした。

・当社が定めた積算基準などを用いて適正価格を算出

し、それに基づき価格協議を実施している。
355


